
｢日本では物が売れない｣｢円高で輸出も伸びない｣と財界と

大企業は正規労働者の賃金抑制、非正規労働者の雇い止めや

下請け単価の切り下げなどで危機を回避しようとしています。

しかし、大企業は100社だけでも200兆円の内部留保金を抱

えています。今、日本経済のカンフル剤は、国内でのお金が

回る経済を作り上げることです。

そのためには、大企業が内部留保金を切り崩し、労働者の

賃上げや下請け単価の切り上げを行うことです。

日本の雇用状況は、正規雇用は前年より50万人の減少、非

正規雇用は23万人増加し、全雇用者における非正規雇用者の

割合は35.5％となり、前年を上回っています。

リーマンショックや東日本大震災や円高を理由に大企業に

よる雇止めで多くの非正規労働者が職を失いました。

更に自動車や電機など大手製造業は、国内生産よりも海外

生産を急拡大させ、電機大手４社だけで７万１０００人にも

のリストラを計画しています。

これでは、日本の経済がまともになるわけはありません。

企業が内部留保金の４％弱を活用するだけで月１万円の賃上

げ。サービス残業根絶など労働条件の改善で新規雇用が４６

６万人生み出せます。それによって内需が拡大し、日本の経

済そのものが活性化するのです。

労働者の我慢は限界に達しています。大企業は、ため込む

ばかりで労働者に還元しない。更に消費税の増税や社会保障

制度の改悪。震災や原発問題でも不十分な対応。私たちが望

んでいる社会からどんどん遠ざかります。

私たちは、格差や貧困のない社会、平和に暮らせる社会、

安心して暮らせる社会、生活基盤のきちんとした震災復興な

どを求めています。

我慢しないで、様々な場面で声をあげ、暮らしやすい社会

を作り上げましょう。
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我慢は限界！暮らしやすい社会にしよう！

今、日本の労働者の賃金は、１５年前の１９９７年よりも５５万円も減少しています。景気が悪く
て、労働者の賃金を上げる訳にはいかないと大企業の経営者は、言いますが、この１５年間、賃金を
抑制し、非正規雇用労働者を大量に生みだしたことが内需を冷え込ませ、景気の悪化につながったの
です。国鉄労働組合（国労）は、２０１２年春闘をすべての労働者とともに「安心して働き、暮らし
続けられる社会」を目指し、賃上げや労働条件向上、消費税の増税反対などを掲げて闘います。一緒
に声をあげ、賃上げと雇用の確保で景気回復をめざしましょう。

2012春闘
要求
獲得

国労の要求
内部留保を労働者・国民に還元を

正規雇用の拡大で経済の活性化を！

◎全ての労働者の大幅賃上げ獲得

◎震災復興と原発のない社会(脱原発)

◎全ての人が安心して生活できる賃

上げを

◎正規と非正規労働者の賃金格差の

是正

◎安定した雇用の確保

◎社会保障費の充実と消費税の増税

反対

◎米軍基地のない平和な日本を


